
 

 

 

 

 

 

 １学期号では，環境構成や教師の援助の工夫によって，子供たちが遊びを通してどのような学び

をしているのかについてお伝えしました。この２学期号では，園で主体的に遊ぶ子供たちの姿を通

して，小学校でどのように学びをつなげばよいのかについてまとめました。幼児期の学びをつなげ

るためのスタートカリキュラム作成において，重視したい点を大きく３点挙げました。 

 

１ ２学期の研修内容 

  

２ 研修を通して 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）園内研修 

 ・校内研修（子供と共に遊びや生活を創る環境構成） 

  ・保育部会（保育参観に基づく指導，エピソード研修） 

 ・幼小接続期部会（広島大学附属三原幼・小合同部会） 

 ・幼児教育アドバイザー訪問指導 

 

 

（２）園外研修 

・幼児教育に係る研修会（0～2歳児参観） 

・接続に係る研修会 

・幼保小連携担当者教員研修会 

・幼小交流学習参観 

 ・所属校に入学してくる園児の実態把握 
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 年長組の畑の野菜が，カラスによって食べられてしまっていることを知った子供たち。カラスが来ないよ

うに看板を描き，みんなで高い所に取り付けます。もっとできることはないかと話し合い，新たな対策も生

まれました。主体的に遊び，学ぶ子供たちの姿です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次の日には，新たなカラス対策が生ま

れ，カラスを追い払う姿が見られました。 

きらきらした 

ものを置こう！ 

やりぬく 

かかしを 

作ったらいい！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

竹の先に看板を貼り，みんなで

協力して鉄棒に貼っています。 

長い棒がいる！ 

カラスは木にいるから，高い

所につけないと見えないよ！ 

試行錯誤 

 

 

 

 

 

 

 

保育者が，「どうする？」と投げかけると，Ｂ児は看板を作ることを提案し

ます。そして，友達と文字や絵を描いて看板作りをしています。 

 

カラスは字が 

わからんよ！ 

“からす たちいりきんし” 

“からす やさいをたべるな” 

意欲 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ児は，自分の鉢のピーマンが落ち

ていることを知り，困っています。 

ぼくのピーマン

食べられてる！ 

気付く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

振り返りの時間に，他にもよいア

イデアがないか話し合っています。 

落とし穴作る！ 

いちご狩りみたいに 

ビニールしたら？ 

伝え合う 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ まとめ 

幼児期に育まれる資質・能力を踏まえ，子供たちが安心して自己を発揮できるようにカリキュラ

ムを計画する必要があると考えます。そのためには，子供の思いや願いに耳を傾ける支援を行った

り，自分で選び，繰り返し試せるような環境を整えたりすることで，子供たちが主体的に学ぶこと

が大切だと考えます。次年度に向けて，幼児期で育ってきた主体的な学びをつないでいくための，

生活科を中心とした単元計画の作成を行い，スタートカリキュラムの改善に取り組んでいきます。 

 〈乳幼児教育支援センターより〉 

 小学校では，幼児期の教育を通して育まれた資質・能力を踏まえて教育活動を実施する必要がありま

す。幼児期の学びとは何か，資質・能力を踏まえる際の環境（人・もの・こと）をどう考えるかがポイ

ントになります。これらの視点で連携・接続を進めていきましょう。 

 

 

 

 

 登校して支度を済ませたら，

自分で選んだ遊びを行ったり，

園で親しんだ活動を取り入れ交

流したりして，一日を楽しい気

持ちでスタートできるようにし

ます。教師は笑顔で接し，安心

感が持てるようにします。 

小
学
校
の
取
組 

子供たちの思いや願いから学

習が始まり，疑問を解決するた

めに，主体的に活動できるような

単元を計画します。「分かった！」

の積み重ねで，満足感・達成感

が得られるよう，つぶやきを受け

止め，活動を見守ります。 

保育者は，「看板を作りたい」

という子供たちの思いに寄り添

い，十分な時間を保障していま

した。どんな考えも否定せず，

受容的な態度で接し活動を見守

ることで，子供たちは安心して

自己を発揮していました。 

 

学習の振り返りを行い，次時

の学習につなげます。また，子

供たちに疑問や困り感が出てき

た瞬間を逃さず，「どう思う？」

「どうしたらいいかな？」と問

いかけ，自分たちで考え，解決

していくことを大切にします。 

 

ひらがなが上手く書けない

子も，「カラスにわかるように

書こう」と意欲を持ち，目的意

識を持って文字を書いていま

した。また，試行錯誤しながら

看板を貼る姿があり，思いや願

いを持って活動していました。 

園
で
の
姿 

振り返りの時間では，「カラス

から野菜を守りたい」と，一人

一人が自分事として考え，思い

を共有する場となりました。「他

にもアイデアがあるかな？」と

伝え合う中で，新たな活動が広

がっていました。 

幼児期に育まれた主体的に遊び，学ぶ力を 

小学校へつなげていきます！ 

学びをつなげるスタートカリキュラム 

安心して 

活動できる 

弾力的な時間の設定 

思いや願いの 

実現に向けた 

主体的な学習 

伝え合い 

交流する中での 

対話的学び 


